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研究成果の概要（和文）： 
 機能性食品/健康食品の不適切な利用により健康被害などの実害が生じているものの、この問
題は社会であまり注目されていない。社会科学の領域においても研究の蓄積が少ない。このよ
うな背景を踏まえ、本課題は、機能性食品/健康食品の社会的諸側面（利用環境などの）を幅広
く検討し、科学的エビデンスを根拠とする区分の社会的再構成のプロセスを示すことをその目
的とした。主な論点として、（１）科学的エビデンスの質と量の違いを基軸とした食薬区分の考
え方にはグレーゾーンが存在すること、（２）食薬区分は、社会のさまざまな場面において多義
的にとらえられ、任意に運用されているということがあげられる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Issues	 arising	 from	 the	 inappropriate	 use	 of	 functional	 foods	 are	 under	 studied	 in	 
social	 sciences,	 even	 though	 a	 number	 of	 problems	 have	 been	 reported	 to	 the	 government.	 
Against	 this	 backdrop,	 this	 project	 examined	 social	 dimensions	 of	 functional	 foods	 
by	 way	 of	 analyzing	 multiple	 discourses	 created	 by	 scientific	 experts,	 retailers,	 
government	 officials,	 and	 mass	 media.	 This	 study	 found	 that	 regulation	 categories	 
that	 demarcate	 food	 and	 medicine	 are	 subjected	 to	 varied	 interpretations	 by	 
interested	 actors	 once	 products	 are	 put	 in	 market,	 resulting	 in	 health	 issues	 of	 
users.	 	 	 	 
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学社会学・科学技術史 
キーワード：	 機能性食品/健康食品、安全性/効き目、科学的エビデンス、言説、知識の社会
構築 
 
１．研究開始当初の背景 

 
保健機能食品、特定保健用食品（トクホ）、

栄養機能食品、ニュートロゲノミクスによ
る機能性食品など、さまざまな機能性食品
が展望されている。高齢化社会の到来、生
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活習慣病の増加、美容効果の期待といった社
会的ニーズにより、こうした食品に対する関
心が高まってきている。一方で、一般的に「健
康食品」と呼ばれる食品には、明確な定義が
なく、市場に流通している健康食品の質は玉
石混交であり、効き目がなくても「体にいい」
あるいは「効きめがある」と誤認され、不適
切な利用法と相まって、健康被害などの実害
を招いている。課題を開始した当初は、機能
性食品を分析の対象とすると考えていたが、
機能性食品と健康食品さらには医薬部外品
などが同類の物と認識されていることこそ
が問題であり、本課題ではそれらの食品群全
体を分析の対象とすることとした。本課題で
は、これらの食品群を、機能性食品/健康食品
と呼ぶこととする。上述のように、機能性食
品/健康食品を巡る問題は、社会の諸側面との
関わりをもつ根深い問題であるが、これまで
ほとんど着目されてこなかったが、2009 年に
「体に脂肪がつきにくい」という効果がある
とされるトクホの食用油に、体内で発がん性
物質に代わる成分が含まれる疑いが有ると
いう問題がきっかけとなり、消費者庁が「健
康食品の表示に関する検討会」を開催し、
徐々にこの問題が社会的な問題であると意
識されるようになってきているのも事実で
ある。 
このような背景を踏まえ、本課題は機能性

食品/健康食品の社会的諸側面（食薬区分の多
義性、機能性食品/健康食品の利用環境など）
を幅広く検討した。結果、（１）科学的エビ
デンスの質と量の違いを基軸とした食薬区
分の考え方には、グレーゾーンが存在するこ
と、（２）食薬区分は、社会のさまざまな場
面において多義的にとらえられ、任意に運用
されていることが明らかになった。つまり、
制度的な食薬区分と社会のさまざまな場面
で見られる認識上の枠ぐみ（流通の場面、消
費者の解釈など）との齟齬が、健康被害の問
題の一端を担っていることが明らかとなっ
た。 
 
２．研究の目的 
	  
本研究の目的は、機能性食品/健康食品の安

全性、効き目をめぐる言明を取り上げ、食薬
区分が社会のさまざまな場面（政策議論の場
面、マスメディア報道）でどのように語られ、
運用されているのかを明らかにすることに
ある。科学的エビデンスの有無を根拠とする
区分であっても、それらがひとたび社会に布
置されると、社会環境、その時々の状況によ
り区分の境界線があいまいになる。こうした
あいまいな領域においては、利害関係者によ
るさまざまな解釈と運用が可能であり、社会
的再構成が起こるという問題を課題の出発
点とした。 

機能性食品/健康食品は、社会科学的な見
地からの研究の蓄積が少ないことを踏ま
え、問題をできるだけ広く設定し、今後の
研究のための仮説を生成することを目指
す。 

 
３．研究の方法 
 
	 上述の問題を明らかにするために、機能
性食品/健康食品に関わる制度、安全性、
効能を検討する専門委員会の審議議事録、
機能性食品/健康食品に関する一般雑誌の
記事、機能性食品/健康食品に関する政府
の情報提供プログラムの記録、などを分析
のためのデータとした。これらのデータは、
「象徴的現実」「客観的現実」という２つ
のパースペクティブから考察を加える。 
 
（１）象徴的現実 
本課題では、機能性食品/健康食品が、

一般雑誌で、どのように扱われているか、
すなわち表象のされ方を見ることで象徴
的現実に接近することにした。データ収集
には、週刊誌、月刊誌、隔週刊誌が約３０
誌収録されている雑誌検索データベース
を活用した。機能性食品、健康食品を主だ
った検索語としたが、サプリメント、トク
ホなどに関わる記事も追加で収集した。 
	 
（２）客観的現実	 
機能性食品/健康食品の安全性、効き目に

ついて検討する、公的な組織が公表してい
る資料の収集と分析を行った。内閣府食品
安全委員会「新開発食品専門調査会」「新
開発食品・添加物専門委員会」、消費者庁
「健康食品の表示に関する検討会」などの
専門委員会の審議の議事録、日本栄養・食
糧学会など、関連ある学会の年次大会の発
表概要と質疑応答の記録などを含む。 
	 
４．研究成果	 
	 
研究の結果、以下の点が明らかとなった。	 
	 
（１）表１は、過去 15 年の雑誌記事の

主要テーマごとの記事数を示す。分析の結
果、機能性食品/健康食品をビジネスチャ
ンスとしてとらえる記事（ビジネス）と共
に、偽装・健康被害といった、健康食品の
負の面を報告する記事が相対的に多かっ
た。一方で、規制、制度の問題、健康食品
との上手なつきあい方など、消費者が食薬
区分を理解するために活用できると思わ
れる情報（規制）、健康被害にあわないた
めに消費者が知っておくべき情報（健食と
のついかい方）などの記事数は相対的に少
なかった。機能性食品/健康食品の効き目



について言及する記事が相対的に多かった
ものの、それらの記事において効き目という
点について科学的根拠を示す記事は数少な
かった。以下にデータの抜粋を示す。	 
	 

【表１．記事の主要なテーマ別の記事数】	 
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1996 0 1 0 0 0 0 0 1 

1997 1 1 0 0 0 0 0 2 

1998 2 2 0 1 0 1 0 2 

1999 2 0 0 0 0 0 0 3 

2000 1 7 0 1 0 0 0 3 

2001 2 1 0 0 0 1 0 4 

2002 3 7 0 0 1 1 0 3 

2003 5 1 0 1 0 0 0 5 

2004 5 2 2 3 1 1 0 9 

2005 2 3 1 3 2 1 3 2 

2006 2 1 1 0 0 0 0 1 

2007 1 4 0 3 6 0 0 0 

2008 1 2 2 0 0 0 0 0 

2009 1 1 0 0 0 0 1 0 

 28 33 6 12 10 5 4 35 

	 
（２）国の制度によれば、本課題が機能性食
品/健康食品と呼ぶ食品群は、大きく分けて
「国の制度に基づき機能などの表示の許可
をしているもの」と「それ以外のもの」の２
つに分けられる。前者には、特別用途食品、
特定保健用食品、栄養機能食品、後者には、
栄養補助食品、健康補助食品、栄養強化食品、
栄養調整食品、サプリメントが含まれる。制
度上これらは全て食品と位置付けられてい
るが、食品にも関わらず医薬品のような効き
目があると誤認させるような記事、あるいは
制度上の審査の有無など食品ごとでその属
性に違いが有にもかかわらず、それらを健康
食品と呼称するなど、雑誌記事上で情報の錯
綜が散見される。	 
	 
（３）雑誌記事に掲載されている商品の広告
では、健康食品の利用者のポジティブな体験
談が紹介され、利用者に過剰な期待感を持た
せる内容となっていた。しかし、健康食品の
効き目は、プラシーボ効果により効き目が見
られる場合もあり、広告が虚偽と断言できな
いという難しい面も存在する。	 
	 
（４）医薬品と健康食品は以下の 3点で異な
るとされている。①医薬品は、国の評価を通
して同じ品質のものが流通するようにコン
トロールされているが、健康食品は、その射
程外であり、異なる品質の物が混在し流通し
ている。②前者は病人を対象とした、安全性、
有効性の試験が実施されているが、後者は動
物実験、試験管内の実験が中心で、安全性試
験が有る場合でも主には健常者が対象とさ
れる。③医薬品は、医師・薬剤師など、医療
の専門家により流通が管理されている。また、

安全に利用するための情報を利用者に提
供のメカニズムが存在する。一方、健康食
品は、制度上食品と区分されているため、
製品の選択と利用は、消費者の責任に委ね
られている。	 
	 こうした相違があるものの、これらにつ
いては広く知られていない。	 
	 
（５）制度の上では、食品と医薬品は以下
のスライドのように分類されている。しか
し、薬局などの店頭では、医薬品（医薬品
と医薬部外品）と食品（保健機能食品と一
般食品）が同列の棚に陳列されているよう
な事例も有り、制度上の区分が必ずしもそ
れとわかるような形で運用されていない。	 
	 

スライド１．	 

食品と医薬品の大まかな分類食品と医薬品の大まかな分類

保健機能食品

一般食品
（「いわゆる健康食品」を含む）

薬事法

食品衛生法

栄養機能食品

特定保健用食品（トクホ）

表示可

食品衛生法
健康増進法

表示可

表示可

医薬品

医薬部外品

医薬品医薬品

食品食品

	 

	 
以上の論点を踏まえると、科学的エビデ

ンスの質と量を根拠とした制度上の食薬
区分とは別に存在する社会環境（機能性食
品/健康食品の利用環境、マスメディアの
表象）により、さまざまな混乱が生じてい
ることが明らかとなった。機能性食品/健
康食品を巡る問題は、偽装表示、健康被害
など、実態のある問題が生じていることか
ら、こうした問題を引き起こす社会的諸側
面を明らかにし、全体を俯瞰し、個別の社
会的要因について詳細な調査が必要であ
ろう。よって、継続的な実態の調査と更な
る学問的な検討が重要と考える。	 
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